

















































































































































































































































































































































































































































































































Ｏ ４ Ｔ[s］ ８
（b）nearPipeWall
Fig,７UnsteadyVariationoflnstantaneousVelocity
０ １'９/tＪ
(b）duringDeceleratingPeriod
stributionofAverageReyno1dsFig.８Distribution stress
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非定常乱流の速度計測 205
の一点鎖線と破線はそれぞれ高速期(High)と低速期(Lo
w)の結果を表し、プロット点は非定常変化中のデータを
表す。ここで、ほぼ定常乱流状態と見なせる高速期と低
速期の結果に着目すると、定常管内乱流における従来の
実験結果と同じく、平均レイノルズ応力分布は管中心か
ら管壁へ向かってほぼ直線的に増加している。また、こ
の直線を延長した壁面上の漸近値は、低速機・高速期と
もに、それぞれのＲｅ数(ReH寺4.Ox104,ReL寺2.Ox104）
をブラジウスの式に代入して簡便に見積もられる壁面剪
断応力
で"/ｐ＝入Ｗａ２/８（入=0.3164Re-l/ｲ）…(22）
にほぼ一致する。これらのことから、本研究で提案した
データ処理法および計測法は実用上十分な精度を有して
いるものと考えられる。
上十分な精度を有していることを確かめた。
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４．まとめ
非直交形３線式プロープを用いて、非定常乱流の３方
向瞬時速度計測を検討した。以下に本研究をまとめる。
(1)空間直交の制約が無い汎用性の高い非直交形３線式プ
ロープのセンサー出力を、３方向瞬時速度成分に分解す
るデータ処理法を提案した。
(2)強い変動を伴う非定常乱流場でも良好な精度で３方向
速度成分が得られるよう、平均速度と変動速度を個別に
算出するデータ処理法を提案した。
(3)長時間の使用に伴って生じるセンサー個々の経時変化
特性を、一括して自動的に補正する計測法を提案した。
(4)本研究で提案したデータ処理法および計測法は､実用
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AtechniqUehasbeendevelopedtomeasulCthleecomponentsofinatantaneous
velocityinunsteadymbu1ｅｎｔｆｌｏｗｓｕｓｉｎｇＨＷＡＴｈｅＨＷＡｓｅｎｓｏｒｗａscomposed
oftliplehot-wilCsw汕non-orthogonaUyorientedeachothelsThIcesetsofthe
hot-wilesignalhavebeenitemtivelycomputedbysimultaneous1ydecomposingthlee
setsofthenonPUnearlcsponseequationfOrtheeffectivevelocityofhot-wile，
toleducethleecomponentsofensemblemeansandfluctuationsfbrinstantaneous
velocities．
